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　 消防団協力事業所表示制度をご活用ください
◆制度の趣旨・目的
　消防団は地域の安全・安心を守る上で、必要不可欠な存在です。しかしながら、全国的に消防団員の数が
減少傾向にあり、さらに消防団員のサラリーマン化が進み、地域における防災力の低下が心配される状況と
なっています。そこで市では、従業員が消防団に入団しやすい環境づくりをおこなってる事業所、消防団員
となった従業員が消防団活動に参加しやすいように配慮していただける事業所を「消防団協力事業所」とし
て認定し、地域防災体制がより一層充実したものとなることを目指していきます。
◆認定基準
　消防関係法令に違反がなく、かつ下記に掲げる基準のいずれかに適合する事業所を認定します。
　①　従業員等が消防団員として２名以上入団している事業所等
　②　従業員の入団促進に取り組んでいる事業所等
　③　 従業員の消防団活動について、勤務時間中の出動に配慮し又は消防団活動を行う際にボランティア休

暇を付与する等の配慮をしている事業所等
　④　 消防団活動を行うことに対して、昇進や昇給等で不利に扱わないことを内部規程で規定している事業

所等
　⑤　 災害時に資機材を提供するとともに、従業員である操縦技術者を消防団員として協力させることがで

きる事業所等
　⑥　 災害時に事業所の敷地を避難場所として提供するとともに、従業員である消防団員を応急救護等の防

災活動に協力させることができる事業所等
　⑦　 その他消防団活動に協力することにより、地域の消防防災体制の充実強化に寄与していること等、市

長が特に優良と認める事業所等
◆申請方法
　協力事業所として認定を受けようとする事業所は、つがる市消防団事業所表示申請書により申請を行って
いただきます。（申請用紙は消防本部警防課にあります。また市ホームページからダウンロードできます。）
また、消防団長等により推薦させていただく場合もございます。
◆認定までの流れ

各事業所より申請書を市消防本部警防課へ提出
⬇

受　　理
⬇

審　　査
（消防法令に違反が無く、認定基準のいずれかを満たしているか審査）

⬇
認　　定

（表示証を交付いたします）

※ 認定された事業所等は、表示証（写真上）を社屋等に掲示でき、また自社のホームページ等でも広く公表
することができるため、社会貢献企業としての信頼性の向上につながります。

【問い合せ先】つがる市消防本部　警防課　電話42-7255
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｢国民年金基金｣や｢付加年金｣に
加入して年金を増やしませんか
 国民年金基金
　国民年金基金は国民年金に上乗せして、より豊かな老
後を保障する公的な年金制度です。
●加入できる方
・国民年金保険料を納めている20歳から59歳までの方
●加入できない方
・国民年金保険料を免除されている方
・国民年金の任意加入者の方
・農業者年金に加入されている方
●加入口数は自由で増口や減口もできます。
●掛金は、加入時の年齢により異なります。
● 途中で掛金が納められなくなったときは、掛金を一時
停止することもできます。

※ 国民年金基金の掛金は全額社会保険料控除となり、受
け取る公的年金等控除が受けられます。

※死亡の場合の一時金は非課税です。

【問い合わせ・資料請求先】
　県国民年金基金　フリーダイヤル0120-65-4192

 付加年金
　老後により多く年金を受け取りたい方にオススメの制
度です。定額保険料に付加保険料（月額400円）をプラ
スして納めると、将来受け取る老齢基礎年金に付加年金
が上乗せされます。
●加入できる方
・ 国民年金保険料を納付している20歳から59歳までの方
・60歳から任意加入されている方
●加入できない方
・第２号被保険者及び第３号被保険者
・国民年金基金加入中の方
・国民年金保険料を免除している方
● １カ月でも１年でも自由に加入でき、
　やめることもできます。（届出が必要）
● 付加年金は定額のため、物価スライド
　（増額・減額）はありません。

【問い合わせ先】
　市民課　電話42-2111（内線261・267）
　弘前年金事務所　電話0172-27-1337

〈事業主の方へ〉
平成22年度の労働保険の年度更新手続きについて
　労働保険の年度更新手続（平成21年度の確定保険料と
平成22年度の概算保険料等の申告・納付手続）は6月１
日から7月12日の期間にお近くの金融機関、郵便局等で
手続きをお願いします。
【問い合わせ先】青森県労働局総務部労働保険徴収室
　　　　　　　　電話 017-734-4145

　市では、「人
ひ

間
と

を尊重し、思いやり
と優しさにあふれるまち」を目指して
男女共同参画を推進しています。今年
度も意識高揚のため映画上映会を開催
いたしますので皆様のご来場をお待ち
しております。

　　　　　　　　©「西の魔女が死んだ」製作委員会

■上映映画 ｢西の魔女が死んだ｣
■監　　督　長崎俊一
■出　　演　サチ・パーカー
　　　　　　高橋真悠 他

〈作品紹介〉
　中学生になったばかりの「まい」は
学校へ行くのが嫌になり、ママの提案
でおばあちゃんのもとでひと夏を過ご
すことになる。魔女の血筋を引くとい
うおばあちゃんの暮らしは自給自足。
野菜やハーブを育て、昔ながらの知恵
を活かしながらの生活は、「まい」に
とって新鮮に感じられた。課された「魔
女修行」は、早寝早起き、食事をしっ
かり摂り規則正しい生活をするという
もの。そんな暮らしは、やがて「まい」
の心にも変化を起こさせるのだった…。
（作品資料より）

日時：平成22年７月４日(日）
会場：つがる市生涯学習
　　　交流センター「松の館」
■開場13:00～　■上映14:00～
入場料：無料（先着400人）

※ 当日、上記会場で「縄文メロンアワー
ド2010」映画祭が開催されます。（有
料）

【問い合わせ先】
　企画課　電話42-2111(内線324)
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23
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球
児
が
め
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す
場
所
。

応募方法：ハガキに答え、住所、氏名（未成年の場合
は保護者名も記入）、年齢、広報つがるに対するご意
見などを書き添えてお送りください。正解者の中から
抽選で5人の方に、「つがーるちゃんエコバッグ」を
プレゼントします。（６月21日締切　※当日消印有効)
応 募 先：〒038-3192
　　　　　つがる市役所　総務課文書広報係まで
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し
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の
問
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い
て
い
き
、
Ａ
〜
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の
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を
探
し
て
こ
と
ば
を
見
つ
け
て
ね
！

ヒ
ン
ト　

バ
ス
市
と
白
老
町
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
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５月号の答えは「カシワノキ」でした。
多数応募していただきありがとうございました。当選
者は次のとおりです。（敬称略）
　野宮紀子（木造）・佐藤治香（木造）・対馬敏子（森
田）・佐々木むつ子（稲垣）・工藤菜々子（稲垣）
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善意をありがとうございます　平成21年4月１日～平成22年3月31日（敬称略）

※このページは有料掲載になっています。

つがる市つがる市つがる市

社協からのお知らせ社協からのお知らせ社協からのお知らせ

広報つがる 2010.6月号

月　日 寄　　附　　者 支所名 区　分 月　日 寄　　附　　者 支所名 区　分

清寿会老人クラブ（4/13、6/25、3/8） 本所 一般寄附 10月20日 北澤新聞販売所 車力支所 特定寄附

4月20日 匿名 本所 一般寄附 10月27日 大和山木造支部婦人部
部長　八木橋リウ子 本所 一般寄附

4月30日 イオンリテール㈱ジャスコつがる柏店 本所 一般寄附 11月15日 ダンスルームどらごん 柏支所 一般寄附

5月7日 屏風山植物愛好会 本所 一般寄附 11月19日 つがる市赤十字奉仕団稲垣分団
分団長　工藤きみゑ 稲垣支所 一般寄附

5月18日 匿名 本所 一般寄附 11月30日 木造中学校福祉委員会 本所 一般寄附

5月20日 国際ロータリー第2830地区
西第１分区ガバナー補佐　成田秀治 本所 一般寄附 11月30日 鳴海久 車力支所 特定寄附

6月5日 吉川絹枝 本所 一般寄附 12月7日 小山内久男 車力支所 特定寄附

6月20日 アジアンスポーツプロモーション
代表　畠中浩旭 本所 一般寄附 12月15日 孝道山青森別院 本所･柏支所 一般寄附

6月19日 林嗣郎 車力支所 特定寄附 12月16日 匿名 本所 一般寄附

7月9日 松緑神道大和山木造教区
教区長　山谷吉信 本所 一般寄附 12月21日 大和山菰槌支部婦人部

代表　佐々木勝子 本所 一般寄附

7月28日 つがる市カラオケ愛好会
会長　三戸富廣 本所 一般寄附 12月21日 みちのく銀行車力支店グリーンクラブ

会長　毛内純一 車力支所 特定寄附

8月3日 音楽家　山谷常雄・成田卓弥 本所 一般寄附 12月21日 みちのく銀行車力支店年金みどり会　
会長　工藤盛雄 車力支所 特定寄附

8月25日 匿名 稲垣支所 一般寄附 12月25日 むらおこし拠点館フラット
館長　鳴海久 車力支所 特定寄附

8月31日 匿名 本所 一般寄附 １月4日 楽歌声の会　工藤　秀美 車力支所 特定寄附

9月18日 つがる市建築組合　組合長　花田弘光 本所 一般寄附 １月5日 柴谷セツ 柏支所 特定寄附

9月26日 津軽まほろば会 本所 一般寄附 1月15日 昭和44年度出精中学校同期会
代表　山口修一 本所 一般寄附

10月9日 社団法人五所川原法人会
会長　今誠康 森田支所 物品寄附

(ワンタッチテント)
2月１日 平成22年厄払祈願祭実行委員会 本所 一般寄附

3月25日 木造高等学校稲垣分校後援
会長 中島谷直則・PTA会長 川田光弘 稲垣支所 特定寄附

法律相談を開催しています
～個人では解決できない法律の問題や家庭問題等、お一人で悩んでいませんか～

　期　　日：平成22年７月14日(水） 〈毎月第２水曜日〉
　時　　間：午後１時から４時まで
　場　　所：つがる市社会福祉協議会本所　相談室
　料　　金：無料　　※相談は予約が必要です。（℡0173-42-4660）

お楽しみ
ミニ湯治のお知らせ
 6/16(水）木造地区・越水・館岡地区
 6/17(木）館岡地区・川除地区
 6/18(金）出精地区・柴田地区

つがる市商工会女性部より、福祉に役立ててく
ださいとプルタブ、ＢＯＸティッシュ等を寄附
していただきました。ありがとうございました。

　肢体不自由であることを理由に免許に条件を付さ
れている方が運転する車に表示するマークです。
マークの表示については、努力義務となっていま
す。危険防止のためやむを得ない場合を除き、この
マークを付けた車に幅寄せや割り込みを行った運転
者は、道路交通法の規定により罰せられます。

　このマークは運転免許試験場内の売店等で販売しています。

知って得する福祉の情報コーナー

身体障害者標識




